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１．大会概要                                       

●開催日時   令和元年10月29日（火） 13：00～16：30 

●会  場   朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター 国際会議室（マリンホール） 

（〒950-0078 新潟市中央区万代島6番1号） 

●主  催   環境省、環境省関東地方環境事務所、新潟市、３Ｒ活動推進フォーラム 

●後  援   新潟県 

●開催内容    

（１）式典（13：00～13：55） 

  ・主催者挨拶  石原宏高環境副大臣 

          中原八一新潟市長 

          崎田裕子３Ｒ活動推進フォーラム副会長 

  ・来賓挨拶   佐藤豊美新潟市議会議長 

  ・表彰式     循環型社会形成推進功労者環境大臣表彰 

          ３Ｒ促進ポスターコンクール最優秀賞表彰 

（２）記念シンポジウム 新型
niigata

イニシアティブ～知識と意識で３Ｒを推進～（14：20～16：25） 

  ・基調講演「SDGsと３Ｒ促進、地域循環共生圏構想の推進」 

環境省中央環境審議会循環型社会部会委員・３Ｒ活動推進フォーラム副会長 崎田裕子氏 

  ・事例発表 新潟発「ライスバレーにいがたプロジェクト」 

    株式会社バイオマスレジン南魚沼 専務取締役 経営企画室 室長 中谷内美昭氏 

 

・パネルディスカッション ～食品ロス削減へ！これからのイニシアティブ～ 

＜コーディネーター＞ 

NPO法人持続可能な社会をつくる元気ネット理事長    崎田裕子氏 

＜パネリスト＞ 

新潟薬科大学応用生命科学部特任講師         石丸亜矢子氏 

イオンリテール株式会社 北陸信越カンパニー 

  広報・環境社会貢献グループ マネージャー    山城篤司氏 

新潟お笑い集団ＮＡＭＡＲＡ 代表          江口歩氏 

新潟気軽に省エネくらぶ 代表            波多野千代氏 

環境省環境再生・資源循環局総務課循環型社会推進室長 冨安健一郎氏 

（３）次回開催地挨拶（16：25～16：30） 

      和歌山県環境生活部環境政策局長 古川勉氏  

（４）３Ｒ推進展示コーナー 

（５）名刺交換会 

（６）関連イベント 

    施設見学会 

 にいがた市民環境フェア 

●参加者数  400名 
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●会場風景 

 

  

会場となった朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター 

大会の受付 

会場全景 

１Ｆ エントランスホール 
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大会式典の模様 

受賞者記念撮影 
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２．式典                                         

（１）主催者挨拶 

●石原宏高氏（環境副大臣） 

 まず初めに、今回の台風15号及び19号そして21号の影響による豪雨によっ

て被害に遭われた全ての被災者の皆様に心よりお見舞いを申し上げます。 

本日は３Ｒ推進全国大会に御参加を頂き誠にありがとうございます。また

本大会の開催に御尽力頂いた中原市長をはじめ、新潟市の皆様、そして関係

自治体、関係団体の皆様に心より感謝を致します。大会の開催にあたり環境

省を代表して、一言御挨拶をさせていただきます。 

人類の生存の基盤である恵み豊かな環境を将来の世代に引き継いでいく為

には、３Ｒ、すなわち廃棄物のリデュース・リユース・リサイクルを徹底し

た循環型社会を国民の皆様はじめ、幅広い関係者が一体となって構築するこ

とが必要です。今回で14回目となる本大会は、循環型社会の構築に向けて幅広い関係者が一同に会し、それぞ

れの取組についての理解を深め、更なる取組の契機とするとともに、３Ｒの具体的な取組を全国に発信する

重要な機会であります。その為、本大会では、地域において様々な形で循環型社会の形成に貢献されてきた

方々の表彰を行います。本日表彰を受けられる皆様に心からお祝いを申し上げるとともに、今後ともより一

層の御活躍を期待申し上げます。 

また、ポスターコンクールにおいて約5,500点の応募作品の中から見事最優秀賞を受賞された小学生、中学

生の皆さん、本当におめでとうございます。コンクールのテーマである３Ｒを忘れずに、毎日の生活の中で３

Ｒの取組を続けて頂きたいと思います。 

 環境省では、昨年６月に閣議決定をされました第四次循環型社会形成推進基本計画の下、３Ｒの促進に向

けた取組を進めております。毎年10月は３Ｒ推進月間として、国民の皆様に限りある資源の大切さを考え、３

Ｒの意義を理解していただくことに加え、一人でも多くの方にそれを行動し実践する機会として頂けるよう

なイベント等を展開しております。例えば、10月から12月の中旬まで「選ぼう！３Ｒキャンペーン2019」とい

う取組を実施しております。このキャンペーンは、皆さん一人一人がリデュース等につながる対象商品を購

入することで３Ｒや資源の大切さを知って頂く新しい試みです。スーパーやドラッグストアなど、全国約

6,700店舗で実施をしておりますので是非御参加を頂きたいと思います。 

改めまして本大会が、３Ｒに関する一層の取組促進の契機となるとともに、全国に対する効果的な情報発信

の機会となることを心から祈念しまして、私の御挨拶とさせて頂きます。 

 

●中原八一氏（新潟市長） 

只今御紹介頂きました、新潟市長の中原でございます。御挨拶の前に先の

台風 19 号によりましてお亡くなりになりました方々の御冥福をお祈り申し

上げますと共に、被害に遭われた皆様に心からお見舞い申し上げます。また、

一日も早い復旧復興をお祈りする次第です。 

本日は、第 14 回３Ｒ全国推進大会がこのように多くの御来賓を始め、３

Ｒの推進や環境問題に関心の高い皆様、また全国で実践活動をされている皆

様から御参加を頂き、このように盛大に開催できますことを大変喜ばしく思

っております。また、ここ新潟市においで頂いた皆様を心から歓迎申し上げ

ます。 
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昨今、世界各地で発生しております自然災害の状況を見ますと本大会の趣旨である３Ｒを推進し、持続可能

な循環型社会を実現することが喫緊かつ重要な課題となっています。環境に対する関心の高まりの中で、プ

ラスチックによる海洋汚染、また食品ロスも国内外で解決が迫られていることは皆様御承知のとおりです。

そうした中、今年５月に本日の会場でもあるここ朱鷺メッセにおいてＧ20 新潟農業大臣会合が開催され、閣

僚宣言では食品ロスに関する内容も盛り込まれました。同じ年にこの３Ｒ推進全国大会を新潟市で開催でき

ることは大変意義深く、我々としまして誇りと喜びを感じております。本日は、こうした課題に関する基調講

演、事例発表そしてパネルディスカッションが予定されております。今月10月に食品ロスの削減の推進に関

する法律が施行されたこともあり、本日の大会が皆様にとって今後の取組のきっかけやヒントになり、本大

会のサブテーマの通り、新潟から３Ｒの知識と意識が広がっていくことを心から願っております。本市とし

ましても、今日を新たなスタートとして３Ｒを推進し、循環型社会の形成を加速して参ります。 

さて、新潟市は今年開港150周年を迎えました。「みなとまち新潟」ブランドの創造と魅力向上を図ろうと

これまで各種記念事業を展開しており、10月からはJR東日本の新潟県庄内エリアデスティネーションキャン

ペーンが始まっております。テーマのガストロノミー（美食）に合わせた独自企画、古町花街美食巡りは、特

典付きの飲食チケットを購入すると色々なお店をはしごしながら、新潟ならではの料理や地酒を堪能するこ

とができます。ぜひこの機会に新潟をお楽しみ頂ければと思っております。 

 結びに、この３Ｒ全国推進大会の開催にあたり御尽力をいただきました、石原環境副大臣をはじめ環境省

の皆様、また３Ｒ活動推進フォーラムの皆様、そして会場にお集まりの皆様の今後ますますの御健勝と御発

展をお祈りし、また御協力頂きました関係者の皆様に感謝を申し上げ、一言開会の御挨拶と致します。 

 

●崎田裕子氏（３Ｒ活動推進フォーラム副会長） 

只今御紹介に預かりました３Ｒ活動推進フォーラムの副会長を務めており

ます、崎田裕子です。先程副大臣、そして市長からもお話がありましたよう

に、昨今の大きな台風や大雨の被害で、まだ御苦労をされている方も大勢い

らっしゃることと思います。心からお見舞い申し上げます。 

本日は、第14回３Ｒ推進全国大会にこのように多くの方にお集まりいただ

きありがとうございます。そして、循環型社会形成推進功労者環境大臣表彰

を受賞される皆様おめでとうございます。また、３Ｒ促進ポスターコンクー

ルで最優秀賞を受賞される皆様もおめでとうございます。このポスターコン

クールは、全国から 6,000 人近い方に御応募いただく全国最大規模の３Ｒポスターコンクールと言われてお

ります。功労者表彰の皆様と共に、この受賞を機会に、一層活動を進めていただければ大変ありがたいと思っ

ております。 

この３Ｒ推進全国大会は、環境省及び自治体の御協力を得て、10 月の３Ｒ推進月間に開催しております。

今回の第14回３Ｒ推進全国大会は、新潟市様の御協力をいただきまして、朱鷺メッセで開催することができ

ました。新潟市様、そして御関係の皆様に心から御礼を申し上げます。 

３Ｒ活動推進フォーラムは、平成 18 年に設立されました。そのきっかけは、平成 16 年の６月にアメリカ

のシーアイランドで開催されたＧ８サミットにおいて、当時の小泉首相が、ごみの発生抑制リデュース、再使

用リユース、そして再生利用リサイクル、この３Ｒ推進を目指す循環型社会の形成に向けて３Ｒイニシアテ

ィブを提唱し、合意されました。翌平成17年に、我が国は３Ｒを通じた循環型社会の構築を国際的に推進す

ることを目指し、日本の行動計画として、ごみゼロ国際化行動計画を発表しました。こうした動きを踏まえ

て、我が国の３Ｒに関する社会的な取組を循環型社会への変革へ向けて進めるために、それまであったごみ
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ゼロパートナーシップ会議を拡充させて、３Ｒ活動推進フォーラムが平成18年１月にスタートしました。こ

のフォーラムは現在、全国自治体が72会員、民間団体が68会員、あわせて140団体で構成されております。

具体的な活動としては、本日のような３Ｒ推進全国大会や小中学生を対象にした３Ｒ促進ポスターコンクー

ル、その他自治体や民間団体の皆様と連携した３Ｒの様々なセミナーなど、広報活動を積極的に展開してお

ります。今年の６月にＧ20 が大阪で開催され、海洋ごみ問題を含めてプラスチックの問題が取り上げられ、

各自治体においてもプラスチック対策、海洋ごみ対策にしっかり取り組んでいく大きな流れができました。

そして３Ｒ活動推進フォーラムも環境省、自治体、企業、NPO、このような皆様と連携して３Ｒを一層広めて

いくことが大きな役割だと感じております。プラスチックの他、昨今食品ロスの削減も大きな世界的な課題

になっております。これらをテーマに、この後シンポジウムで広げていきたいと考えております。この３Ｒ活

動推進フォーラムは日本国内で活動しております。引き続き環境省、地方自治体、民間団体、企業など多くの

皆様と連携をしながら循環型社会の形成に向けて一層活動を広げてまいります。 

今日これからの時間、皆様に有意義に過ごしていただき、本日の３Ｒ推進全国大会が、様々な大きな一歩に

繋がることを心から祈念しております。どうぞよろしくお願い致します。 

 

（２）来賓挨拶 

●佐藤豊美氏（新潟市議会議長） 

新潟市議会議長の佐藤豊美でございます。第14回３Ｒ推進全国大会にあた

り新潟市議会を代表致しまして一言御挨拶を申し上げます。本日３Ｒ推進全

国大会が盛大に開催されますことを心からお慶び申し上げますとともに、全

国から多くの皆様方をお迎えできたことは誠に光栄であり、心より感謝申し

上げます。また後ほど栄えある表彰をお受けになられます方々におかれまし

ては、循環型社会の形成のために多大な御貢献をいただいており、その御功

績に対して深く敬意を表しますとともに、心よりお祝いを申し上げます。 

さて、今日私達は豊かな生活を送る一方で、地球温暖化や将来的なエネル

ギー資源の枯渇など地球規模での様々な環境問題に直面しております。この美しい地球を守り、限りある資

源を次の世代にしっかりと引き継いでいく為にも、これまでの大量生産、大量消費、大量廃棄のシステムを見

直し、循環型社会の構築に向けた取組を社会全体で推進していくことが必要であると考えます。このような

中、本日行われる記念シンポジウムや多彩な催しを通じて、３Ｒの趣旨について理解を深めていただくとと

もに社会全体の循環型社会への関心が高まり、持続可能な循環型社会の実現に向けた取組が今後さらに加速

されることを期待しております。 

結びに、この３Ｒ推進全国大会の開催にあたり御尽力いただきました関係者の皆様方に深く敬意を表しま

すとともに、本大会の成功と本日御参加いただきました皆様方の益々の御健勝と御活躍を祈念致しまして、

お祝いの言葉と致します。本日は誠におめでとうございます。 
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（３）表彰式 

●令和元年度循環型社会形成推進功労者環境大臣表彰 

 循環型社会形成推進功労者環境大臣表彰は、先駆的又は独創的な取組により、循環型社会の形成について

顕著な成果を上げている企業、団体又は個人に対して、環境省が毎年表彰しているもので、令和元年度は、企

業６件、団体６件が表彰されました。受賞者と功績内容は以下の通りです。 

 

  区分 都道府県 企業名・団体名 取組内容

青森県

青森県生活協同組合連合会

生活協同組合コープあおもり

青森県民生活協同組合

1990年から県内でいち早く牛乳パックの回収を開始。その後もアルミ缶、食用廃油、古紙

の回収を県内12店舗及び周辺地域にて開始するとともに、マイバッグの推進、クリーン

BOX設置費用補助による分別収集の促進、植樹活動等による環境保全に関する啓発活

動にも取り組んでいる。

新潟県 新潟気軽に省エネくらぶ

平成13年から、自治会や地域コミュニティ協議会との連携や自主製作パンフレットで、地

球温暖化防止に向け３Rの必要性と普及に貢献。家庭の生ごみの堆肥化活動等、家庭で

気軽に取り組める３Rの取組みを紹介し啓発活動を持続している。

富山県 富山県立砺波工業高等学校生徒会

20年に渡り、地域の行事等で壊れたおもちゃの修理・リユース活動「おもちゃの病院」を実

施。機械工学部、電気工学部及び電子工学部の生徒が中心となり、授業で身につけた知

識と長年の活動のノウハウで、地域の子供たちの環境教育やごみの発生抑制に大きく貢

献している。

鳥取県 社会福祉法人養和会　エポック翼

鳥取県で唯一福祉サービス事業所でリユース食器レンタルを行っている。リユース食器

を利用した各種イベント会場にも積極的に出向き、情報発信をし利用促進に貢献してい

る。「環境と福祉のコラボレーション」を活動方針としており誰一人取り残さない社会の実

現と環境負荷の低減に貢献している。

岡山県 和気町環境衛生指導員協議会

地域の環境美化に努めるとともに、循環型社会の形成に向けての普及啓発を行ってき

た。「和気町レジ袋有料化」の取組みによるレジ袋の削減や資源化物の分別収集を実

施。分別収集された生ごみはたい肥化処理をし、住民に配布するなど、和気町の主要産

業である農業にも貢献している。

徳島県
緑のリサイクル・ソーシャル・エコ・プロジェ

クト・チーム

公園等で発生する「刈草」を焼却処分すると多量にCO2を排出することに着目。「刈草」を

100％リサイクルした資源循環型肥料を開発し、県内外での出前授業等を通じて配布し、

普及啓発活動に取り組んでいる。

北海道 金滴酒造株式会社

平成25年より、酒粕を利用した新商品開発による産業廃棄物の完全削減を実施。今まで

処分していた酒粕を、肉牛農家における試験利用を経て、家畜の飼料化を実現。また、地

元の食品加工会社にも協力を仰ぎ、各社に無償で酒粕を提供し、商品化に向けた試験製

造を依頼し、酒粕の新規利用先の開発に成功した。

福井県 坂井森林組合

長年に渡り、間伐材から木質チップを製造し、防草材に有効活用するリサイクルを行うと

ともに、近年は化学メーカーと協働し、間伐材を原料とした製品を製造する先駆的な取組

み等を行い、リサイクルの推進に貢献している。

岡山県 平林金属株式会社

独自技術を用いたリサイクルプラントを整備し、ベースメタルや希少金属類、プラスチック

等の高度な回収・リサイクルを実施。また、家庭で不用となった小型家電や金属類等を回

収する有人型資源集積システム「えこ便」を全国で初めて構築し、県民にリサイクル活動

を普及させ、廃棄物の適正処理及び循環型社会の形成に大きく貢献している。

岡山県 水島エコワークス株式会社

倉敷市や水島コンビナートの廃棄物を県内唯一のサーモセレクト方式のガス化溶融処理

システムにより100％再資源化し、資源循環型社会の実現に貢献。平成30年7月豪雨で

岡山県において発生した災害廃棄物の処理にも貢献。また、環境教育の一環として、長

年にわたり施設見学を実施している。

福岡県 株式会社ジェヌインアールアンドディー

醤油粕から天然ヒト型セラミドを高純度で安定的に生成する技術開発に成功し、機能性

化粧品やサプリメントなどの原料として実用化した。また、その残渣も、飼料としてリサイ

クル可能で、循環型社会の形成に優れた事業モデルを実施している。

福岡県 株式会社博水

かまぼこの原料である「えそ」の頭や内臓など、これまで未利用で廃棄されていた部位に

着目。「えそ」の魚犀を利用した天然調味料「魚醤」を開発製造し、食品廃棄物リサイクル

に貢献している。

団体

企業
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●令和元年度３Ｒ促進ポスターコンクール最優秀賞表彰 

 ３Ｒ促進ポスターコンクールは、環境省と３Ｒ活動推進フォーラムが全国の小学生と中学生を対象に、３

Ｒを促進するための普及・啓発用ポスターを公募し、優秀な作品を選考・表彰することにより、国民一人一人

が循環型社会のあり方について考えるきっかけにすることを目的としています。募集は令和元年６月４日～

９月12日の期間に行われ、小学生低学年の部548点、同中学年の部1,531点、同高学年の部1,648点、中学生の

部1,813点、合計5,540点の応募があり、各部門で、最優秀賞１点、優秀賞３点、佳作10点を選定し、大会で最

優秀賞の表彰を行いました。なお、大会会場では入賞作品のパネル展示も行いました。最優秀賞受賞作品は以

下のとおりです。 

 

 

 

 

循環型社会形成推進功労者環境大臣表彰の表彰式（写真左は企業の部、右は団体の部） 

◆小学生低学年の部 
石川県金沢市 

小坂小学校 1 年生 

◆小学生中学年の部 
新潟県新潟市立 

上所小学校 4 年生 

◆小学生高学年の部 
愛知県安城市立 

新田小学校 6 年生 

◆中学生の部 
愛知県知立市立 

知立南中学校 2 年生 ３Ｒ促進ポスターコンクール表彰式 
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３．記念シンポジウム「新型
niigata

イニシアティブ～知識と意識で３Ｒを推進～」            

（１）基調講演「SDGsと３Ｒ促進、地域循環共生圏構想の推進」 

  環境省中央環境審議会循環型社会部会委員・３Ｒ活動推進フォーラム副会長 

崎田裕子氏 

 （略歴） 

ジャーナリスト・環境省登録環境カウンセラー 

立教大学社会学部卒業。出版社勤務を経て、ジャーナリストに。環境省中央環境

審議会委員、総合政策部会や循環型社会部会委員、３Ｒ活動推進フォーラム副会

長の他、NPO法人持続可能な社会をつくる元気ネット理事長、全国おいしい食べき

り運動ネットワーク協議会会長などを務める。生活者の視点で社会を見つめ、環

境問題、特に「持続可能な社会・循環型社会づくり」を中心テーマに講演・執筆

活動に取り組んでいる。 

 

このような場でお話をさせていただく機会をいただきありがとうございます。私は、今御紹介頂きま

したように３Ｒ活動推進フォーラムの副会長を務めさせていただいておりますが、普段の仕事は環境エ

ネルギー分野のジャーナリストとして、そしてNPO活動として３Ｒを広げ、循環型地域づくりに熱心に

取り組んでおります。市民や地域の目線から環境基本計画、循環基本計画、食品リサイクル法、容器包

装リサイクル法、そしてプラスチック資源

循環戦略など、色々な検討の場に参加して

いる中で、私は今、循環型社会を皆で一緒

に作り、変えていく大事な変革期だと感じ

ております。本日は循環型社会に向けた

SDGsと３Ｒ促進、そして地域循環共生圏構

想について、政策の検討の場に参加をさせ

ていただく一市民として、私が考えている

ことなどを話したいと思います。 

＜SDGsと第五次環境基本計画、第四次循

環型社会形成推進基本計画＞ 

・SDGｓとは 

日本は少子高齢化の人口減少社会です

が、世界全体では2100年くらいまでは人口

増加時代と言われており、現在の77億人か

ら2050年には97億人に達するだろう、と言

われております（図１）。このままでは世

界の資源採掘量は現在の約２倍、そして全

ての人が健康に暮らすために必要な食料

は1.7倍必要ではないかと国連機関の試算

などで言われております。こういう中で、

私達全てが幸せな形で暮らしていくには、

どのような社会を作るといいのか、国連が

明確な方向性を示しております。 

2015年、国連が「持続可能な開発のため

の2030年目標」（SDGs）を採択しました 

図 1 

図 2 
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（図２）。今までの国連の目標は途上国

支援に関わる内容がほとんどでしたが、

今回の大きな特徴は、途上国も先進国も、

全ての人たちが誰一人取り残すことなく

全員で取り組んでいく、そして世界を変

えていくという17の目標と具体的な169

のターゲットを明示していることです。

SDGsの１～６番は途上国の皆さんにとっ

て大事な教育、水、食料の話が多いです

が、解決には多くの国との関りが重要で

す。７番以降はすべての国に関わる地域

づくりや技術開発をしていくというも

の。12番からは環境分野で、まず循環型

社会を作っていく「作る責任・使う責任」。

13番は「気候変動」、14番が海洋プラス

チック問題などから「海の自然を守る」、

15番は森を守っていく。そして17番は、

これらを世界全体、すべての主体が「パ

ートナーシップで取り組む」ことを謳っ

ています。多様な目標が相互に関わりな

がら持続可能な社会をめざす、こういう

流れを作っているところが大事なところ

です。 

・第五次環境基本計画と第四次循環型社

会形成推進基本計画 

こういう流れの中で、環境省の中央環

境審議会では第五次環境基本計画の検討

がありました（図３）。これは2018年４

月に発表されたものですが、この検討過

程で、国際的な潮流としてSDGsの実現で、

持続可能な社会をめざす取り組み方や、

パリ協定では温暖化対策として産業革命

以降の気温を1.5度上昇で押さえること

を世界が努力目標として取り組んでいく

という大きな方向性が示され、我が国に

おいても長期成長戦略として2050年以降

のできるだけ早い時期にCO2の排出をプ

ラスマイナスゼロとする大きな方向性を

打ち出しました。また、我が国の状況と

しては社会課題としては少子高齢化、経

済課題で言えば都市集中など、多くの地

域で力を失っていくようなバランスの悪い状況が起きており、どう環境課題を解決しながら経済・社会

課題を統合的に解決していくか、そこが大きな検討課題になりました。環境だけではなく、持続可能な

社会に向けた基本的方向性を見たときに、１つはSDGsの考え方も活用しながら環境・経済・社会の統合

図 3 

図 4 

図 5 



- 11 - 
 

的な向上を具体化していく（図４）。そし

て、地域資源を持続可能な形で活用しな

がら、各地域が自立・分散型の社会を形成

して地域資源を補い合い地域循環共生圏

を目指す。それを幅広い関係者とのパー

トナーシップで充実させ、強化するとい

う流れが見えてきました。そしてそれを

今回、地域循環共生圏という新たな社会

像として示し、各地域がそれぞれの特徴

を活かした強みを発揮して自立・分散型

の地域社会を作っていきながら、地域の

特性に応じて補完し合う将来像を描きま

した（図５）。これは、環境分野全般で言

えることではありますが、循環型社会、今

日のテーマの３Ｒの分野でも大変重要に

なってきております。 

こういう中で、同時に検討が進んだ第

四次循環型社会形成推進基本計画におい

て、５つの分野が大きなテーマとなりま

した（図６）。そのうち、「ライフサイク

ル全体での徹底的な資源循環」では（図

７）、１番目は開発設計段階での環境配慮

をしっかりしていく、特に再生材の利用

など進めていくということ。そして２番

目にはシェアリングなど、リデュース・リ

ユースの２Ｒを徹底的に取り組むことを

ビジネスにしていくこと。３番目に素材

別の取組としてプラスチック、バイオマ

ス、都市鉱山メダルプロジェクト、土石・

建設材料、太陽光パネルやおむつ等、まだ

まだリサイクルの課題が残っていること

を話し合いました。プラスチックは、プラ

スチック資源循環戦略の検討が進み、バ

イオマスに関しても食品ロス削減の国民

運動や食品リサイクルを徹底することが

謳われております。これを日本でしっか

りと取り組んでいくに際しSDGsの目標と

照らし合わせて考えたときに、SDGsの目

標の12番と14番、この２つが非常に大き

く関連するのではないかと感じておりま

す。 

この12番（図８）持続可能な消費と生産パターンの確保は特に、私達が循環型社会を作ろうという大

事な要素に関してこの項目で書かれていることが大変多いわけですが、12番の２で天然資源の持続可能

な管理及び効率的な利用、12番の３は、すべてのサプライチェーンの中での食品ロスそして食品廃棄を

図 6 

図 8 

図 7 
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できるだけ減らしていき、世界的には2030年までに半減させる。12番の４では製品ライフサイクル全体

を通じて化学物質の適正な管理や、人間への影響を最小限にすることが謳われ、12番の５で廃棄物の発

生防止、削減、再生利用が謳われました。また、12番の８には、私達が適正で健康な暮らしを送ってい

くために、必要な情報をしっかりと共有し取り組んでいくという情報共有の大切さが描かれております。

理事長を務めるNPOではそこを大変重要な役割として取り組んでおり、本日も展示コーナーで展示をさ

せていただいております。 

＜食品ロスについて＞ 

12番の３で出てきた食品ロスについて（図９）。世界的に食品廃棄物が年間13億トン出ており、これ

は、世界の食料生産の３分の１と言われています。世界の栄養不足人口は８億500万人。これは世界人

口の９人に１人と言われていて、１割以上の方々が健康に暮らすだけの食料が足りていないという状況

の中で、世界で生産する食料の３分の１が結果的に私達の口に入っていないということです。生産段階

の問題、流通段階の問題、消費段階の問題、色々ありますが、特に先進工業国のなかでは消費段階、具

体的には小売店とか外食、そしてそれを購入する消費者の生活含め、この段階での食品ロスが一番多い

と言われています。一方で、日本の状況はどうかというと、食品廃棄物は2,759万トン（図10）。日本の

食用仕向量が8,088万トンで、日本全

体の食品の３分の１が廃棄物となっ

ているというのが現状です。日本で

は、食料自給率がここのところ40％を

切っています。本年度の政府の発表を

見ますと37％と言われています。世界

の農業や漁業、畜産業など色々な方々

の力をお借りし、水も大量に活用し

た、自然の恵みである様々な食品。そ

れを日本に運んでくる間にエネルギ

ーや燃料も使っているわけです。CO2

も沢山出している中で、大量の食品廃

棄物を出しているという状態。これを

どのように減らしていくかが大きな

問題ですが、今まで「食品廃棄物はし

っかりリサイクルしましょう」とは強

く言ってきました。けれどそれだけで

はなく、「まだ食べられるのに捨てら

れている食料を出来るだけ減らしま

しょう」という発生抑制、それが今言

われている食品ロス削減ということ

です。 

日本の食品廃棄物2,759万トンの約

４分の１の643万トンが、まだ食べら

れるのに捨てられた食品ロスと言わ

れております。国連が毎年世界82か国

に食料支援をしている量が年間320万

トンですので、世界への支援量の倍の

量を日本は捨てているという状況に

なります。新潟は日本第１の米の産地

図 9 

図 10 
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ですね。今朝ホテルで美味しいお米をいただいてきたのですが、日本全体のお米の生産量が800万トン

ぐらいですが、それに匹敵するような食料を、私達はまだ食べられるのに捨てているわけです。これを

今、市民・事業者・行政の呼びかけで、皆の力で減らそうという大きなうねりが起こっているわけです

が、それに関してはパネルディスカッシ

ョンのテーマにしていきたいと思って

おります。 

＜海洋プラスチック問題と資源循環＞ 

・海洋プラスチック問題とは 

次に、海洋プラスチック問題につい

て。SDGsの中で目標の14番（図11）に、

海洋・海洋資源の保全というテーマがあ

ります。この中に、2025年までに海洋堆

積物や富栄養化を含む、特に陸上活動に

よる汚染など、あらゆる種類の海洋汚染

を防止し、大幅に削減するという項目が

あります。また、2020年までに海洋及び

沿岸の生態系に関する重大な悪影響を

回避するため、レジリエンスの強化など

による持続的な管理と保護を行い、健全

で生産的な海洋を実現するため、海洋及

び沿岸の生態系の回復のための取組を

行うという項目があります。2015年の

SDGsの中でも海洋問題が大きな問題に

なっておりますが、何故このように大き

な問題になったのか、お話させていただ

きます。生態系の中で、ウミガメなど

色々な海洋生物のお腹の中に、すでに

様々なマイクロプラスチックが入って

いるのではないか、影響があるのではな

いか。こういう危惧が大変強くなってき

ているのはご存知のとおりです（図12）。

これは海洋プラスチックによる海洋汚

染がどのように広がっているかのモデ

ル予測分布です（図13）。赤い部分が、

非常に濃度が高いところですが、日本近

海もそのエリアに入っており、東南アジ

ア諸国の周辺のあたりが大変大きく影

響している、ということがお分かりだと

思います。2016年に、エレン・マッカー

サー財団がデータを公表し、2050年には

海洋中のプラスチック量が魚など海洋

生物の量より増えてしまい、このままで

良いのですか、という問いかけをしまし

図 11 

図 12 

図 13 
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た（図14）。特に世界の経済界のリーダーたちが集まる会議で呼びかけられ、このあたりから多くの経

済界の方たちも中心になり、まずヨーロッパ諸国、ＥＵ諸国の方達の間で本格的に取り組む大きな流れ

が出てきました。陸上から海洋に流出したプラスチックごみの発生量（図15）を見ると、実は、陸域の

中からリサイクルが徹底されずに川から海に出て、海洋を汚染しているプラスチックが結構多いことが

わかります。推計したデータの１位は

中国、２位がインドネシア、３位がフ

ィリピン、４位ベトナム、５位スリラ

ンカ、やはりアジアでこれからしっか

りとリサイクルの仕組みを作ってい

かなければいけません。日本は30位で

はありますが、実はもう１つ大事なデ

ータがあります。これは使い捨てプラ

スチックの量（図16）のデータです。

この右の棒グラフは、使い捨て型のプ

ラスチック容器包装を国民１人が１

年間にどのくらい排出しているのか

という表ですが、アメリカの次に日本

が、国民１人が１年間に出す使い捨て

型のプラスチック容器包装の量が多

く、世界第２位という現状がおわかり

いただけると思います。プラスチック

容器包装というのは賞味期限、消費期

限をしっかりと活かして食品を安全

に運ぶのには大変便利なものです。た

だしこういう便利さに慣れ、私達は社

会の中で安心して使ってきてしまい、

その総数が大変多くなっているので

す。私達はもう少し、頼らないでもい

い部分は頼らないようにするなど、新

しいライフスタイルへの見直しが必

要なのではないか。こういうことが社

会に問われております。 

図 14 図 15 

図 16 

図 17 
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・各国の対策 

この表は、ＥＵ諸国の中で使い捨て型

のプラスチック容器包装を減らす検討の

際、どのような状況かを調査したデータ

です（図17）。多い方から10品目が並んで

いて、ＥＵの海岸で拾ったプラスチック

の品物の上位から並んでいるとお考えい

ただければと思います。この表が発表さ

れた時に、企業の皆さんも自分たちがで

きるところから直していこう、という大

きなうねりが起こりました。そのうねり

の中で、まずは量の多いストローをなく

しましょうという流れが起きてきて、ス

トローをもし捨てられてしまっても自然

に還って行くような紙の素材や木の素材

で作りましょうとか、今色々なチャレン

ジが起こっているというのは、こういう

データの影響だとお考えいただければあ

りがたいと思います。一方で、世界各国が

問題視している中に、レジ袋があります。

私達の暮らしの中で、まず日々の買い物

行動の一番入口ですので、何度も使える

袋に変えるなどすれば、使い捨て型のプ

ラスチック容器包装に慣れてしまってい

る暮らしが見直されるのではないかと、

各国においてもレジ袋の削減が強く言わ

れております（図18）。日本では、平成18-

19年頃に容器包装リサイクル法の見直し

の議論の中で、レジ袋を有料化し、消費者

に自分が必要なものはお金を払って買っ

てもらうようにしたらどうかという大き

なうねりが起こり、多くの地域で自発的

な取組で有料化が進むような流れになっ

てきましたが、法制度にはなりませんで

した。表のレジ袋を禁止した各国の中に、

バングラデシュ、ブータン、中国、イン

ド、モンゴル、スリランカ、イスラエル、

アフリカも入っております。本当はこれ

からこういうものを便利に使っていきた

いと思っていた国が、プラスチックが自

然生態系を痛めていく意味に気づいて、

禁止令などを作っている、この傾向がおわかりいただけると思います。 

・日本のプラスチックの状況とプラスチック資源循環戦略 

日本でのプラスチックの状況はというと、材料リサイクルとケミカルリサイクルで25％、エネルギー 

図 18 

図 19 

図 20 
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回収で57％、焼却あるいは埋め

立てが18％となっております

（図19）。プラスチック資源循

環戦略を検討する小委員会に

参加させていただきましたが、

使い捨て型の容器包装の使用

量が１人あたり世界第２位と

いう状況を考えて、脱使い捨て

プラスチック容器包装の方向

性を明確にしてライフスタイ

ル・ビジネススタイルを見直し

ていく検討が大きく進んでき

たと思っております。特にこの

入り口として、レジ袋有料化が

制度化される方向性となり、そ

れ以外にきちんと資源を再生

していくなど、色々な検討が進んでき

たと思っております（図20）。環境省

の資料ですが、プラスチック資源循環

戦略の在り方についての概要書にな

ります（図21）。ここで、マイルスト

ーンを示し、大きな方向性が出てきた

ということが大事だと思っています

（図22）。今までの日本の環境政策は

積み上げ型で色々な将来の方向性を

見ることが多かったですが、今回のプ

ラスチック資源循環戦略では、どのく

らい減らすのか大きな方向性を先に

考え、ではどういうふうにやっていく

のかを皆で考えていく流れをとって

おります。基本原則として３Ｒ＋

Renewable、いわゆる再生可能資源活

用。そういう視点でしっかり考え、リ

デュース・リユース・リサイクル、再

生材バイオマスプラスチックなどの

活用と海洋プラスチック問題の対応、

こういう全体像に関して話をしてき

ました。リデュースは2030年までにワ

ンウェイのプラスチック容器包装を

累計25％削減しようという方向が出

ております。この流れの中で、皆でで

きることを取り組んでいくことが大

変重要なことだと考えています。 

バイオプラスチックについては、生

図 21 

図 22 

図 23 
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分解性とバイオマスを活用したプ

ラスチックと両方ありますが、こう

いう研究開発を進めていくことも

強調されました（図23）。もし使う

ならばバイオマスを資源としたプ

ラスチックにする、という方向性は

非常に大事だと思っております。 

「プラスチック・スマート」キャ

ンペーンがスタートしております

（図24）。消費者をはじめ、自治体

やNPO、企業など、皆で取り組んでい

こうという大きな流れです。キャン

ペーンのホームページでも自分達

が取り組んでいることを登録して、

皆で共有しながら新しい社会を作

っていこうという取組ですが、「プ

ラスチック・スマート」キャンペー

ンに参加しています、という方いら

っしゃいますか？（挙手）ありがと

うございます。ゼロという会場もあ

りますけども、今回やはり３Ｒの会

議ですのでかなりお手が挙がりま

した、どうもありがとうございま

す。こういう輪を広げていきたいと

思っております。プラスチックとの

賢い付き合い方ということで、スト

ローを木で作るとか、海ごみゼロア

ワード2019最優秀賞を受賞した荒

川クリーンエイド・フォーラムでは

企業の社員研修も受け入れて、皆で

川の清掃活動をしようとか、PETボ

トルの会社がコンビニと連携し店

頭回収をしてPETボトルからPETボ

トルへリサイクルする、完全な循環

型ボトルにする取組も始めており

ます。様々な取組が今、進み始めて

おります（図25）。 

レジ袋削減について、環境省がと

ったアンケートのデータをみると、

都道府県、あるいは政令市などの４

割は、条例あるいは協定などで有料

化の実施をしておりますが、６割は

まだ未実施だとわかりました（図

26）。日本チェーンストア協会の資

図 24 

図 25 

図 26 
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料では、レジ袋の辞退率が53％

という状態（図27）の中で、も

っとこれを広げていくにはどう

したらよいか。富山県ではレジ

袋有料化を10年前から実施して

おり、マイバッグの持参率が現

在95％となっている（図28）。

それに関しても、無料配布を廃

止する制度を取りながら、マイ

バッグを作り普及啓発をし、社

会の皆さんで連携しながら取り

組んで、こういう数字を確保し

ていることが大変高く評価され

ております。 

・ライフスタイルの見直しを 

私達１人１人が、ライフスタ

イルを見直していくことが重要

です（図29）。年齢が高い人が多

いと個包装化になり、プラスチ

ック容器包装も増えてきます。

どのようにしたらよいか。使い

捨て容器包装を使用しない実験

的なスーパーも、今、ドイツにで

きています（図30）。１軒２軒が

細々とやっているのではないか

と思っていたら、50店舗近くヨ

ーロッパで運営していました。

このような形で、やっていけば

できることはある、ということ

で、皆で知恵を合わせ考えてい

くというのが、これから大事で

はないかと思っています。 

図 27 

図 28 

図 29 図 30 
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＜都市型地域循環共生圏を東京

2020のレガシーに＞ 

今、東京2020大会の開催地域で

は様々な取組が広がっており、私

はこれが都市型地域循環共生圏

構想のモデル事例ではないかと

思っております（図31）。実は私

も外部専門家としてこの持続可

能な計画作りに参加しておりま

す。気候変動や資源循環、大気・

水・緑、人権・労働、参加・協働

等、色々ありますが、やはりSDGs

の目標の実現に貢献する、という

ことを明確にしています（図32）。

特に資源管理に関しては、調達物

品の99％を再使用・再生利用、そ

して運営時廃棄物の65％を再使

用・再生利用する（図33）。この

ような目標で、組織委員会に取り

組んでいただいていますが、例え

ば調達物品はレンタルリースに

するなど、どのような取組でこの

目標数字に向かっているのか、こ

れを後で皆さんにしっかりと情

報提供をしながら、新しい持続可

能なゼロウェイストの社会を作

るためにどうしたらいいのか、

色々な情報が提供できるのでは

ないかと思っています。食品廃棄

物も大量に出ると言われていま

す。アスリートの方は体調・健康

図 31 図 32 

図 33 

図 34 
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がいつも一番ですので、中々あれこれ

申し上げる仕組み作りが難しいので

すが、世界的な課題ですので、しっか

りと協力していただこうと考えてお

ります（図34）。 

全国の皆さんの参加で携帯など集

めて、再生金属100％の金銀銅メダル

をつくる「都市鉱山メダルプロジェク

ト」が実現し、集め終わりました（図

35）。御協力いただいたと思います、

ありがとうございます。これの再生資

源を今鋳造している最中ですので、オ

リンピック・パラリンピックの時には

ぜひ、応援していただければありがた

いと思っています。また今、オリンピ

ック・パラリンピックの表彰台は、プ

ラスチックのボトルを回収して作っ

ていくという「みんなの表彰台プロジ

ェクト」（図36）も、イオンなどスー

パーの御協力で進んでおります。こう

いう新しい取組に関して、様々に都市

型の地域循環共生圏のモデル事例と

して、皆さんに関心を持っていただ

き、そして実現をさせてうまく行った

こと、行かないことを皆で共有しなが

ら、レガシーとしてこれからの持続可

能な社会に向けた挑戦のきっかけに

していただければありがたいと思っ

ております（図37）。 

大きな変革期の中で、皆さんと共に

力を合わせながら新しい持続可能な

循環型社会を作っていければと思い

ます。どうもありがとうございまし

た。 

 

 

図 35 

図 36 

図 37 
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（２）事例発表 新潟発「ライスバレーにいがたプロジェクト」 

   株式会社バイオマスレジン南魚沼 専務取締役 経営企画室室長 

中谷内美昭氏 

 

皆様、こんにちは。この度は、この素晴らしい席でプレゼンさせていただきまして

ありがとうございます。実は昨日栃木県に行っておりまして、台風15号で浸水して

しまった新米を引き取ってきました。大体５トンくらいあったので全身筋肉痛で、も

しかしたら倒れるかもしれませんので、そのときは御容赦ください。お米の話をしま

したけれども、私共はお米からプラスチック樹脂を作る会社です。新潟SDGsコンテ

ンツとして「ライスバレー新潟プロジェクト」を進めておりまして、そのことについ

てお話させていただきます。 

バイオマスレジン南魚沼は、国産バイ

オマス資源を利用したバイオマスプラ

スチック樹脂原料の製造・販売、及び研

究開発を行っております。約 20 年にわ

たり、色々なバイオマスプラスチックを

作ってまいりました（図１）。ただ、や

はり前処理に時間がかかってしまうと

いうこともあり、海外に依存せず日本の

中で、前処理に手間がかからず、安定的・

定量的に発生する国産バイオマスは何

かというとやはり、お米になると思うの

です（図２）。お米は資源と捉えており

まして、お米というのは生産過程におい

てくず米や砕米、造り酒屋においては吟

醸・大吟醸の削った粉も出てきますの

で、それを有効に活用していこうと考え

ました。新潟県はお米の収穫量が日本一

と言うこともありますし、日本は全国ど

こへ行ってもお米を生産している国で

すので、安定的に定量的に収穫されま

す。また、くず米、砕米等の非食用米や、

先程冒頭で申し上げました災害米、事故

米、政府の備蓄米、そういった使えるお

米がたくさんあることに着目して、お米

のバイオマスプラスチックを作りまし

た。新潟で起業させていただきましたの

で、ぜひこの取組を新潟から発表してい

きたいと思い、新潟県産の非食用米を使

用したバイオマスプラスチック、通称ラ

イスレジンと呼んでおりますが、これを

使って環境先進都市へ、そのような御提

案をしていきたいと考えております（図

３）。 

先程の崎田先生のお話もありました

図 2 

図 3 

図 1 
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けれども脱プラスチックと SDGs は非常

に深い関係があります（図４）。今 SDGs

は避けて通れない、SDGsの遵守を打ち出

していかないと、この時代やってはいけ

ない、必要不可欠なものになってきてい

るというのは事実だと思います。SDGsの

ゴール 13 の気候変動や、14 の海洋プラ

スチック問題。そういった所に関しては

バイオマスプラスチックとの関係性が

非常に深いです。プラスチック樹脂の

量、石油樹脂の量を減らそうとか、二酸

化炭素排出削減目標を設定しようとか、

そういった成果を可視化しやすいとこ

ろに利点があると思い、取り組んでいま

す。 

これは2018年の「拡大版SDGsアクシ

ョンプラン2018」ですが、この中にも具

体的な例としてバイオマスプラスチッ

クの実用性向上と化石燃料由来プラス

チックとの代替促進を総合的に推進し

ようと、日本政府の取組の中に書かれて

おります（図５）。 

５月 31 日に発表された「プラスチッ

ク資源循環戦略」（図６）。その中の重点

施策の中のバイオプラのところで、可燃

ごみ指定袋などへのバイオマスプラス

チック使用ということも明文化されま

した。また、「マイルストーン」の中で

2030 年までにバイオマスプラスチック

の量を約200万トンにすると発表されま

した。現在、ポリエチレンとポリプロピ

レンが日本全国で大体480万トンくらい

使われています。なので、ほぼ半分をバ

イオマスプラスチックに変えていこう

というのが国家戦略になっているので、

それも１つ注目するところだと思って

おります。同じ５月 31 日に交付されま

した食品ロス削減推進法ですが、ここで

もリデュース・リユース・リサイクル、

もちろんリデュースが良いのでしょう

けど、どうしてもリサイクル品も出て来

るだろうということで、ここではリサイ

クル品をバイオマスプラスチック化し

て、プラスチック製品としてまた使って

いく取組も始めました（図７）。この辺を

図 5 

図 6 

図 4 

図 7 
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まとめますと、１つはバイオマスプラス

チックを約 200 万トン導入するという

事、可燃ごみ指定袋をバイオマスプラス

チック化していくこと、そしてグリーン

購入法では 10％以上を植物由来のプラ

スチックを使っていきましょう、という

のが国の方針になっております（図８）。

食品ロス法の中では今言った再資源化

をやっていきましょう、というようなキ

ーワードが出てきます。 

脱プラスチックの世界的トレンドに

向けて（図９）。今、バイオマスプラスチ

ックの中では、アメリカ中心のトウモロ

コシ由来のもの、それとブラジルが中心

のサトウキビ由来のもの、この２つが主

力になっています。いずれもやはり、海

外に依存しなければならないので、我々

はやはり国産にこだわりたい。結局海外

に依存しているということは、石油と一

緒で価格の高騰など、色々な影響を受け

やすいということ。また、二酸化炭素の

排出のことを考えますと、生産から廃棄

までのスキームの中での二酸化炭素に

なるので、海外から運んでくると二酸化

炭素の排出量は国産より多くなる。それ

を考えると国産が重要で、国産バイオマ

スプラスチック：お米のプラスチック、

を今提案しております。 

バイオマスレジンの優位性は、なんと

言っても国産資源を使用しているとこ

ろです（図10）。さらに、価格は石油系の

プラスチックとほぼ同等であること、射

出成形やインフレーションなど、各種成

形が可能で実績があります。それと当

然、将来的には 100％のバイオマスプラ

スチックが求められると思いますので、

2030 年に向けて純国産のバイオマスプ

ラスチック、生分解性のものを作ってい

こうと、今、大学の方と連携をして進め

ております。 

新潟県のポテンシャル（図 11）。先程

も触れましたが、新潟県はお米の収穫量

が一番ということで、造り酒屋や食品加

工メーカーさんが多く、例えば米菓メー

カーのお餅や割れ煎も樹脂化出来ます。

図 8 

図 9 

図 10 

図 11 
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また、冷凍のパック米など、フードロス

も使っていけるだろうということで取組

をさせていただいています。 

その取組が循環経済、サーキュラーエ

コノミーという表現になると思います

（図 12）。非食米及び食品加工メーカー

から排出されるフードロス。こういった

ものを我々の方で樹脂化して、加工メー

カーとタイアップして加工した製品をま

た食品加工メーカーで使っていただく取

組を今始めているところです。 

こういった取組を進めるに当たって

我々の企業一社ではどうにもなりません

ので、色々な方々と連携を取りたいとい

うことで、ライスバレー新潟プロジェク

トを立ち上げました（図13）。IT・IOTの

聖地はシリコンバレーですけれども、新

潟はお米だ、ということもありまして、

ライスバレーということで、新潟博報堂

と一緒に取組を進めております。県内の

大学を含めた学校とも連携してきまし

た。材料の原材料となるものを提供して

くださる企業様、製造でタイアップして

くださる企業様、あとは企画、販売促進

や研究開発、こういったものを総合して

新潟県内でプロジェクトを進めていきた

い、ということで取り組んでおります。 

アクション 01（図 14）。プラットフォ

ームの情報発信ということで、まず１つ

はその母体となるホームページ等 SNS を

活用してこうということにもなるのです

が、SDGsのバッチを今作っております。

もうじきリリースできると思いますが、

これはお米51％のプラスチックで作った

新潟オリジナルの SDGs バッチというこ

とになりますので、皆さんホームページ

を御覧になって、ぜひお申込みいただけ

ればと思います。 

アクション 02（図 15）。これは自治体

の指定ごみ袋をバイオマス化していくに

あたり、CO2 の削減目標を設定して啓蒙

してこうという取組です。これはもちろ

ん自治体もですけれども、使用される市

民の皆さんとのタイアップも必要ですの

で、例えば2025年に向けて新潟市は何％

図 12 

図 13 

図 14 
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CO2 を削減しよう、という目標を立てな

がら取り組むというようなプロジェク

トを進めていきたいと思っております。 

アクション03（図16）。バイオマスレ

ジンを使った製品開発です。うちの主力

商品であるバンダイグループの玩具シ

リーズ。あと団体等で使用したもので言

うと、Ｇ20の農業大臣会合の時に製品化

したお米のお箸。水産庁の捕鯨用の緩衝

材。そういうものも使ってもらっており

ます。豊洲市場のクロマグロの産地名称

をつけたタグは、現在テストをしてもら

っているところです。 

その他、例えば金属加工では燕三条が

有名ですが、金属加工のメーカーと我々

でタッグを組ませて頂いて、当然金属の

部分でプラスチックを使う部分もある

と思いますので、金属加工とライスレジ

ンを融合化させて新潟オリジナルの商

品が出来上がるのではないかと、そうい

ったことも発表していきたいと思って

います。 

ここからは構想になりますが、アクシ

ョン 04（図 17）。これは学校との連携に

なります。SDGs の教育も今後始まって来

ると言われていますので、この辺を大事

にしながら学生さんとの連携を考えてい

きたいと思っています。2030 年には今の

高校生はすでに社会に出て立派に働いて

いると思いますので、そういった人達を

育てながら、環境に意識の高い子供達が

色々な新潟県内の企業に就職をして貰え

れば、より一層新潟は豊かになると思い、

このような取組もやっています。 

こちらも構想ですけども、新規需要米

（図18）という制度がありまして、これ

は農水省絡みですが、その中で例えばマ

テリアル米、工業用米の作付けを認定し

てもらうことによって、補助金が出た

り、耕作放置地が無くなるなどにつなが

り、自然環境を守れると思っています。 

この辺のプロジェクトを含めて「ライ

スバレー新潟プロジェクト」というホー

ムページも昨日スタートいたしました

（図 19）。ぜひ、どのようなことをやっ

図 16 

図 17 

図 18 
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ているのか、覗いていただければと思い

ます。 

最後になりましたが、会社概要になり

ます（図20）。 

平成29年11月に南魚沼市で立ち上げ

た会社です。そうは言ってもマーケティ

ング等で、約 20 年バイオマスプラスチ

ック業界でやってきました。現在、従業

員数は 16 名でやっておりますが、これ

からまだまだ拡大していきたいと思っ

ております。 

バイオマスレジン製品の一部の紹介

です（図 21）。先程御説明した玩具関係

やお箸、レジ袋とごみ袋の他、カトラリ

ー系、ワンウェイ商品のホテルのアメニ

ティ、スプーン、食品トレーなどがあり

ます。 

これからも緊急かつ速やかに色々チ

ャレンジをしていきたいと思っており

ますので、ぜひ新潟発の国産バイオマス

プラスチックを応援していただければ

と思います（図22・23）。 

御清聴ありがとうございました。 

図 20 

図 21 

図 22 

図 23 


